
高
い
経
済
成
長
が
続
く
東
ア
ジ
ア
の
貨
物
市
場

を
め
ぐ
る
シ
ェ
ア
争
い
が
、
一
段
と
激
し
さ
を
増

し
て
き
た
。
と
り
わ
け
旅
客
も
含
む
航
空
需
要
が

右
肩
上
が
り
の
同
地
域
で
は
、
中
国
を
最
大
の
牽

引
役
と
し
て
航
空
輸
送
の
目
覚
し
い
拡
大
ぶ
り
が

目
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
伴
い
二
○
世
紀
末
頃
か

ら
各
地
で
大
型
国
際
空
港
が
相
次
い
で
誕
生
し
て

お
り
、
い
ず
れ
も
同
地
域
に
お
け
る
貨
物
の
中
継

基
地
と
し
て
物
流
拠
点
（
ハ
ブ
）
の
獲
得
が
主
な

狙
い
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
よ
う
に
高
ま
る
東
ア
ジ
ア
の

航
空
貨
物
輸
送
の
最
新
動
向
お
よ
び
国
際
空
港
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
概
観
し
、
併
せ
て
欧
米

大
手
物
流
企
業
の
対
中
戦
略
と
今
後
の
日
本
の
果

と
今
後
の
日
本
の
果

た
す
べ
き
役
割
な
ど
に
関
し
て
も
検
討
す
る
。

●
急
増
す
る
ア
ジ
ア
の
航
空
貨
物
輸
送

ま
ず
世
界
の
航
空
貨
物
の
荷
動
き
か
ら
見
て
い

く
と
、
地
域
別
の
定
期
輸
送
実
績
で
は
、
ア
ジ
ア

太
平
洋
地
域
が
急
成
長
を
続
け
て
い
る
の
が
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。
一
九
九
○
年
に
北
米
地
域
の
輸

送
量
、
一
九
九
三
年
に
は
欧
州
地
域
の
そ
れ
を
も

上
回
っ
た
。
二
○
○
五
年
現
在
で
は
ア
ジ
ア
太
平

洋
地
域
の
割
合
は
最
高
の
三
五
・
一
％
ま
で
増
加

し
、
航
空
貨
物
輸
送
の
分
野
で
も
同
地
域
の
中
核核

を
担
う
東
ア
ジ
ア
が
世
界
で
最
も
重
要
な
市
場
と

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
国
際
航
空
運
送
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
）
加

盟
航
空
会
社
の
地
域
間
輸
送
実
績
（
国
際
線
）
に

つ
い
て
は
、
ア
ジ
ア
と
北
米
間
の
航
空
貨
物
輸
送

量
（
三
○
九
億
ト
ン
キ
ロ
）
が
、
二
○
○
五
年
に

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
合
計
の
四
分
の
一
を
占
め
て
ト
ッ
プ
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
同
年
に
太
平
洋
路
線
の
航
空
貨

物
市
場
で
は
三
二
○
万
ト
ン
を
記
録
し
、
日
本
と

中
国
の
順
位
が
逆
転
す
る
に
至
っ
た
。
す
な
わ
ち
、

中
国
が
三
分
の
一
に
近
い
三
二
・
七
％
（
一
九
九

五
年
時
点
は
一
○
・
九
％
）
の
シ
ェ
ア
で
最
大
の

市
場
へ
と
浮
上
し
た
の
に
対
し
て
、
日
本
は
大
き

く
シ
ェ
ア
を
下
げ
て
第
二
位
の
二
三
・
七
％
（
同

三
四
・
八
％
）
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
に
次

ぐ
の
が
ア
ジ
ア
と
欧
州
間
を
結
ぶ
路
線
の
航
空
輸

送
で
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｔ
Ａ
合
計
に
占
め
る
構
成
比
は

二
四
・
三
％
に
上
っ
て
い
る
。
な
お
、
東
ア
ジ
ア

の
も
う
一
つ
の
特
色
は
、
欧
米
地
域
と
異
な
り
国

際
貨
物
の
比
率
が
八
五
％
（
残
り
一
五
％
は
国
内

貨
物
）
と
非
常
に
高
い
点
で
あ
る
。

一
方
、
ボ
ー
イ
ン
グ
社
の
予
測
に
よ
る
と
、
二

○
○
五
年
か
ら
二
○
二
五
年
に
か
け
て
の
世
界
全

体
の
エ
ア
カ
ー
ゴ
（
貨
物
と
郵
便
を
含
む
）
の
年

平
均
伸
び
率
は
、
中
位
推
定
で
六
・
一
％
と
見
込

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
世
界
平
均
の
伸

び
を
上
回
っ
た
地
域
は
、
伸
び
率
の
高
い
順
に
挙

げ
る
と
中
国
国
内
（
一
○
・
八
％
）、
ア
ジ
ア
域

内
（
中
国
や
日
本
の
国
内
市
場
を
除
く
。
八
・
六

％
）、
ア
ジ
ア
〜
北
米
、
欧
州
〜
ア
ジ
ア
、
欧
州

〜
南
西
ア
ジ
ア
間
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
向
こ
う
二

○
年
間
に
わ
た
っ
て
引
き
続
き
ア
ジ
ア
関
連
の
国

際
航
空
貨
物
需
要
が
、
特
に
中
国
を
中
心
に
拡
大

し
て
い
く
と
想
定
さ
れ
、
世
界
の
モ
ノ
の
流
れ
を

リ
ー
ド
す
る
趨
勢
に
あ
る
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。

●
発
展
著
し
い
中
国
の
空
輸
市
場

東
ア
ジ
ア
の
国
（
地
域
）
別
に
航
空
貨
物
総
輸

送
量
（
国
際
線
と
国
内
線
合
計
の
定
期
輸
送
）
の

推
移
を
み
る
と
、
一
九
七
○
年
代
以
降
順
調
に
増

加
傾
向
を
辿
っ
て
き
た
中
で
、
一
九
九
○
年
代
に

入
る
と
変
調
が
生
じ
、
各
国
の
間
に
伸
び
の
ば
ら

つ
き
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
の
輸
送
量

は
、
今
日
で
も
依
然
と
し
て
同
地
域
で
ト
ッ
プ
の

座
に
あ
る
も
の
の
、
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
低

い
伸
び
に
止
ま
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
半
面
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
韓
国
と
い
う
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
や

競
争
激
化
す
る
東
ア
ジ
ア
の
国
際
ハ
ブ
空
港
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中
国
な
ど
が
伸
び
を
急
増
さ
せ
て
お
り
、
日
本
と

の
差
を
急
速
に
縮
め
つ
つ
あ
る
。

な
か
で
も
特
筆
さ
れ
る
の
は
、「
民
間
航
空
強

国
」
を
目
指
し
て
邁
進
中
の
中
国
が
、
他
国
と
比

べ
断
ト
ツ
の
伸
び
を
示
し
圧
倒
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
結
果
、
輸
出
量
だ
け
で
捉
え
た
航
空

貨
物
輸
出
国
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
中
国
が
二
○
○

五
年
に
米
国
を
抜
き
第
一
位
と
な
り
、
翌
二
○
○

六
年
も
同
様
に
首
位
を
保
ち
輸
出
量
は
三
五
四
万

ト
ン
に
達
し
た
。
だ
が
輸
出
入
双
方
か
ら
み
た
場

合
、
恒
常
的
に
中
国
か
ら
の
輸
出
量
が
輸
入
量
の

二
〜
三
倍
多
い
と
い
う
極
め
て
不
均
衡
な
状
態
が

続
く
構
造
に
あ
る
。
そ
れ
故
に
、
中
国
発
の
航
空

貨
物
便
が
ほ
ぼ
満
載
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
中

国
向
け
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
空
ス
ペ
ー
ス
が
目
立

つ
、
い
わ
ゆ
る
「
片
荷
現
象
」
の
慢
性
化
が
大
問

題
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
、
中
国
民
用
航
空
総
局

（
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｃ
）
の
報
告
に
よ
る
と
、
現
行
の
第
一

一
次
五
カ
年
計
画
の
最
終
年
に
当
た
る
二
○
一
○

年
ま
で
に
貨
物
・
郵
便
輸
送
量
を
六
○
○
万
ト
ン

の
水
準
に
向
上
さ
せ
る
と
い
う
の
が
設
定
目
標
で

あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
国
際
空
港
評
議
会
（
Ａ
Ｃ
Ｉ
）
が

発
表
し
た
二
○
○
六
年
の
航
空
貨
物
取
扱
量
に
基

づ
く
世
界
の
空
港
別
上
位
一
○
傑
の
中
に
は
、
表

１
の
と
お
り
東
ア
ジ
ア
の
大
都
市
圏
に
あ
る
国
際

空
港
が
合
計
五
カ
所
と
半
分
も
ラ
ン
ク
イ
ン
し
て

い
る
。
ト
ッ
プ
は
前
年
と
同
じ
く
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス

の
ス
ー
パ
ー
ハ
ブ
＝
メ
ン
フ
ィ
ス
（
米
テ
ネ
シ
ー

州
）
が
占
め
、
三
六
九
万
ト
ン
を
記
録
し
た
。
次

い
で
二
位
が
香
港
、
三
位
が
ア
ン
カ
レ
ッ
ジ
と
続

く
の
も
前
年
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
最
も
注

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
最
も
注

。
こ
こ
で
最
も
注

目
さ
れ
る
の
は
、
世
界
の
主
要
空
港
に
占
め
る
順

位
を
近
年
大
き
く
押
し
上
げ
て
き
て
い
る
上
海
の

状
況
で
あ
る
。
二
○
一
○
年
の
万
国
博
覧
会
開
催

に
向
け
て
重
点
的
に
拡
張
工
事
を
推
進
し
て
い
る

上
海
浦
東
空
港
の
地
位
は
、
二
○
○
四
年
時
点
の

一
四
位
か
ら
、
二
○
○
五
年
に
ベ
ス
ト
一
○
圏
内

に
入
る
九
位
、
そ
し
て
二
○
○
六
年
に
は
遂
に
六

位
（
貨
物
取
扱
量
は
二
一
七
万
ト
ン
）
へ
と
短
期

間
で
一
挙
に
急
伸
し
た
。
ま
た
最
も
伸
び
が
高
い

の
は
五
輪
を
控
え
た
北
京
首
都
空
港
で
、
実
に
前

年
よ
り
三
一
・
六
％
も
増
加
し
た
。

●
相
次
ぐ
大
型
ハ
ブ
空
港
の
開
設

こ
う
し
て
国
際
航
空
貨
物
輸
送
の
大
幅
な
拡
大

に
伴
い
、
東
ア
ジ
ア
で
は
い
ま
急
ピ
ッ
チ
で
航
空

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
。
具
体
的
に
は

受
け
皿
と
し
て
の
大
規
模
な
空
港
の
新
設
や
増
設

が
一
九
九
○
年
代
後
半
か
ら
相
次
い
で
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
内
容
を
み
る
と
、
い
ず
れ
も
一
○
○

○
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
の
敷
地
面
積
と
複
数
の
三
五

○
○
メ
ー
ト
ル
級
滑
走
路
を
配
し
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
分
か
る
。
加
え
て
、
年
間
旅
客
数
二
○
○

○
万
人
以
上
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
旅
客
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
建
設
す
る
と
共
に
、
新
た
な
拡
張
工
事
計

画
も
次
々
と
実
行
に
移
さ
れ
て
い
る
（
表
２
）。

東
ア
ジ
ア
の
主
要
な
空
港
を
比
較
す
る
と
、
概

ね
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
指
摘
で
き
よ
う
。

①
香
港
や
韓
国
の
新
国
際
空
港
。
既
存
の
空
港

施
設
が
満
杯
状
態
に
あ
り
、
し
か
も
拡
張
が
困
難

で
あ
る
た
め
、
海
上
沖
を
埋
め
立
て
て
の
造
成
か
、

沖
合
の
島
に
建
設
す
る
と
い
う
形
態
を
と
る
海
上

空
港
。
新
空
港
の
完
成
に
よ
っ
て
、
既
存
の
空
港

は
そ
れ
ぞ
れ
閉
鎖
な
い
し
縮
小
。

②
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
台
湾
の
国
際
空
港
。
既
存

の
空
港
施
設
の
拡
張
お
よ
び
機
能
向
上
と
い
う
形

で
更
な
る
整
備
を
継
続
進
行
中
。

③
中
国
（
上
海
、
広
州
）や
タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）

の
新
国
際
空
港
。
同
じ
く
既
存
の
空
港
施
設
が
拡

張
困
難
な
こ
と
を
主
な
理
由
に
、
市
内
の
別
の
場

所
に
建
設
さ
れ
た
大
型
空
港
。
新
空
港
の
完
成
後
、

既
存
の
空
港
か
ら
運
営
を
移
管
。
た
だ
し
、
上
海

で
は
、
国
内
線
の
運
航
が
既
存
の
虹
橋
空
港
で
引

き
続
き
実
施
（
二
○
○
七
年
九
月
末
か
ら
は
羽
田

空
港
と
の
間
で
国
際
チ
ャ
ー
タ
ー
便
も
就
航
）。

各
国
が
大
規
模
な
国
際
空
港
の
開
設
を
急
い
で

進
め
て
い
る
背
景
に
は
、
航
空
貨
物
量
の
増
大
に

よ
り
既
存
施
設
で
は
十
分
に
対
応
し
き
れ
な
く
な

っ
た
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
自
国
空
港
を
「
ア
ジ

ア
地
域
の
ハ
ブ
空
港
」
と
し
て
機
能
さ
せ
よ
う
と

の
政
府
の
強
い
前
向
き
な
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
た
め
、
東
ア
ジ
ア
の
周
辺
各
国
（
地
域
）
で

は
、
航
空
路
の
拡
充
に
力
を
一
層
注
ぐ
と
共
に
、

ハ
ブ
空
港
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
べ
く
激
し
い

競
争
を
展
開
中
で
あ
る
。
各
空
港
間
で
貨
物
・
旅

客
の
争
奪
戦
が
既
に
始
ま
っ
て
お
り
、
欧
米
の
航

空
輸
送
会
社
も
巻
き
込
ん
だ
本
格
的
な
競
争
時
代

に
突
入
し
て
い
る
。

●
欧
米
大
手
物
流
企
業
の
対
中
戦
略

東
ア
ジ
ア
の
中
で
特
に
中
国
の
航
空
貨
物
市
場

が
今
後
と
も
急
増
す
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

表 1　世界の国際・国内貨物取扱量上位空港

順位 都市名 空港名
2006 年積込積卸貨物
万トン 増減率（%）

1
2
3
4
5
6
9
10

（��1�）
（��2�）
（��3�）
（��5�）
（��4�）
（��9�）
（���11�）
（���10�）

メンフィス（米）
香港
アンカレッジ（米）
仁川
成田
上海
ルイビル（米）
シンガポール

メンフィス
チェクラプコク
アンカレッジ
仁川
成田
浦東
スタンディフォード
チャンギ

369
361
269
234
228
217
198
193

2.6
5.1
5.4
8.7

△ 3.9
16.8
9.2
4.2

13
19
20

（���13�）
（���19�）
（���24�）

台北
バンコク
北京

桃園（旧中正）
ドンムアン
首都

170
118
103

△ 0.4
3.6

31.6
23
24
25
30

（���22�）
（���23�）
（���26�）
（��-�）

大阪
東京
広州
クアラルンプール

関西
羽田
新白雲
セパン

84
84
82
68

△ 3.2
4.8
9.9
3.2

（出所）Airports International 2006 年 10 月号、2007 年 9 月号より筆者作成。
（注）������������ ����� ��������かっこ��������� ����� ��������内の順位については 2005 年実績値に基づく。
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欧
米
の
三
大
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
ド

イ
ツ
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
、
米
国
の
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
、
Ｕ
Ｐ

Ｓ
は
、
同
市
場
を
新
た
な
成
長
分
野
と
し
て
戦
略

的
に
重
視
し
攻
勢
を
一
段
と
強
め
て
い
る
。
こ
れ

ら
小
口
貨
物
輸
送
の
主
要
な
担
い
手
た
る
国
際
物

流
大
手
は
、
い
ず
れ
も
中
国
内
に
お
け
る
拠
点
設

置
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
拡
充
の
動
き
を
加
速
さ
せ
て

お
り
、
同
計
画
の
進
展
に
世
界
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

三
社
の
う
ち
最
初
に
中
国
進
出
を
果
た
し
た
の

は
、
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
傘
下
の
Ｄ
Ｈ
Ｌ
で
あ
っ
た
。

一
九
八
○
年
に
中
国
対
外
貿
易
運
輸
（
集
団
）
総

公
司
（
シ
ノ
ト
ラ
ン
ス
）
と
の
間
で
代
理
店
契
約

を
締
結
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
次
に
フ
ェ
デ
ッ
ク

ス
は
、
一
九
八
四
年
に
中
国
へ
の
エ
ク
ス
プ
レ
ス

（
国
際
宅
配
便
）
業
務
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
一

九
八
八
年
に
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
が
Ｄ
Ｈ
Ｌ
と
同
様
、
シ

ノ
ト
ラ
ン
ス
と
の
代
理
店
契
約
を
通
じ
中
国
市
場

へ
の
足
が
か
り
を
得
た
の
で
あ
っ
た
（
表
３
）。

さ
ら
に
中
国
側
パ
ー
ト
ナ
ー
と
合
弁
会
社
を
そ

れ
ぞ
れ
設
立
し
、
出
資
規
制
枠
の
緩
和
・
撤
廃
に

つ
れ
て
中
方
持
株
の
買
収
・
買
入
れ
な
ど
が
段
階

的
に
実
施
さ
れ
た
。
そ
し
て
中
国
市
場
の
開
拓
が

本
格
的
に
行
わ
れ
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
二
一
世

紀
に
入
る
と
、
各
社
と
も
い
よ
い
よ
中
国
内
の
エ

ク
ス
プ
レ
ス
・
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
も
参
入
す
る
に

及
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
下
で
、
中
国
と
リ
ン
ク
し

た
国
際
貨
物
輸
送
の
飛
躍
的
な
増
大
に
う
ま
く
対

応
し
よ
う
と
着
手
さ
れ
た
の
が
ハ
ブ
基
地
の
建
設

で
あ
る
。
ま
ず
Ｄ
Ｈ
Ｌ
は
二
○
○
四
年
八
月
、
香

港
空
港
近
く
に
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
区
の
貨
物
輸
送

の
集
配
を
二
四
時
間
体
制
で
取
り
扱
う
大
規
模
な

物
流
拠
点
を
一
億
ド
ル
投
入
し
て
整
備
し
た
。
た

だ
、
同
地
で
の
急
速
な
事
業
拡
大
を
受
け
て
一
億

一
○
○
○
万
ド
ル
の
追
加
投
資
を
行
い
二
○
○
七

年
末
で
完
了
す
る
計
画
が
新
た
に
発
表
さ
れ
、
施

設
面
積
は
三
万
五
○
○
○
平
方
メ
ー
ト
ル
に
拡
充
、

名
称
も
「
セ
ン
ト
ラ
ル
・
ア
ジ
ア
・
ス
ー
パ
ー
ハ

ブ
」（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
に
格
上
げ
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

Ｄ
Ｈ
Ｌ
の
方
針
と
し
て
は
、
急
成
長
を
遂
げ
る
中

国
だ
け
を
優
先
す
る
の
で
は
な
く
、
ア
ジ
ア
全
体

の
貨
物
輸
送
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
カ
バ
ー
す
る
た

め
に
、
香
港
重
点
型
の
投
資
が
考
え
ら
れ
て
い
る

よ
う
だ
。

他
方
、
米
国
の
二
社
は
、
二
○
○
四
年
七
月
に

調
印
さ
れ
た
米
中
航
空
協
定
で
貨
物
・
旅
客
便
の

輸
送
枠
が
一
挙
に
拡
大
し
た
こ
と
に
よ
り
、
中
国

市
場
へ
の
進
出
を
積
極
的
に
強
化
し
、
米
中
間
の

輸
送
力
の
大
幅
な
拡
充
を
図
っ
て
き
て
い
る
。
そ

の
う
ち
フ
ェ
デ
ッ
ク
ス
は
、
世
界
的
規
模
で
展
開

す
る
国
際
航
空
貨
物
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
一
つ
と
し
て
目
下
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ス
ー

ビ
ッ
ク
湾
に
あ
る
拠
点
を
中
国
南
部
の
広
州
へ
移

転
さ
せ
る
こ
と
を
正
式
決
定
し
た
。
同
社
は
広
州

の
新
白
雲
国
際
空
港
を
新
た
な
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

区
の
物
流
拠
点
と
位
置
づ
け
、
大
規
模
な
ハ
ブ
基

地
を
設
置
す
る
計
画
（
総
投
資
額
四
億
五
○
○
○

万
ド
ル
の
う
ち
、
ソ
フ
ト
面
で
一
億
五
○
○
○
万

ド
ル
を
投
資
）
で
あ
る
。
既
に
二
○
○
六
年
一
月

に
着
工
済
み
で
、
二
○
○
八
年
一
二
月
に
は
供
用

開
始
の
予
定
。
ま
た
ラ
イ
バ
ル
の
Ｕ
Ｐ
Ｓ
は
、
上

開港年 国際空港名 敷地面積
（ha）

滑走路の長さと本�数
（m）

年間輸送実績（2005 年）
今後の計画等航空機発着回数

（万回）
航空旅客数

（出発＋到着）（万人）
航空総貨物量

（万トン）

1958 北京首都 1,199 3,800 × 60 × 1
3,200 × 50 × 1 34.2 4,100 78 第 3 滑 走 路（3,800m）・ 第 3 タ ー ミ ナ ル ビ ル を

2007 年末までに整備予定。

1978 成田 940
（������1,084）

4,000 × 60 × 1
2,180 × 60 × 1�（3本） 19.0 3,145 224 2009 年度中に現在の暫定平行滑走路を 2,500m に

延長予定。

1979 台北桃園 1,223
3,660 × 60 × 1
3,350 × 60 × 1
2,752 × 45 × 1����〈���補助�〉

15.3
（�����20.0�）

2,170
（2,900）

169
（140）

中長期計画として第 3・第 4 旅客ターミナルおよび第
3 滑走路の建設計画あり。

1981 シンガポール・
チャンギ 1,663 4,000 × 60 × 2�（3本） 20.8

（�����34.0�）
3,243

（6,400）
183

（1,027）
第 3 ターミナルビルを建設中で 2008 年に供用開始。
長期計画として第 3 滑走路の建設計画あり。

1994 大阪関西 511
（1,380）

3,500 × 60 × 1
4,000 × 60 × 1�（3本） 11.1 1,630 84 第 2 期空港拡張を完了。

1998 クアラルンプール・
セパン

3,000
（10,000） 4,000 × 60 × 2�（5本） 18.3 2,321

（10,000） 65 2008 年までに拡張工事の完了予定。

1998 香港チェクラプコク 1,255 3,800 × 60 × 2 27.3
（�����37.6�）

4,027
（8,700）

343
（890） 3 本目の滑走路建設の方針で工期は約 10 年。

1999 上海浦東 1,252
（3,200）

4,000 × 60 × 1
3,800 × 60 × 1�（4本）

20.5
（�����32.0�）

2,372
（7,000）

184
（500）

3 本目の滑走路（3,400m）を 2008 年までに整備予
定。

2001 仁川 1,174
（4,744） 3,750 × 60 × 2�（4本） 16.4

（�����53.0�）
2,622

（10,000）
212

（700）
第 3 滑走路（4,000m）を 2008 年までに、第 4 滑
走路（4,000m）を 2010 年までに整備予定。

2004 広州新白雲 1,460 3,800 × 60 × 1
3,600 × 60 × 1�（3本） 21.1 2,356 73 2010 年のアジア大会開催（広州市）までに第 3 滑走

路の建設完了と地下鉄の整備・開業予定。

2006 バンコク・
スワンナプーム 3,200 4,000 × 60 × 1

3,700 × 60 × 1�（4本） 28.5 3,899 113 アクセス鉄道を整備中で 2008 年に開業予定。向こ
う 3 ～ 5 年後に拡張工事の開始を計画。

表 2　アジア主要国際空港の概要と今後の拡張計画

（出所）関西空港調査会『エアポートハンドブック 2007』224 ～ 231、238 ～ 239 ����������ページ�������より筆者作成。
（注）⑴������������������������������������������������������������かっこ���������������������������������������������������������内の数字は全体計画および最終段階における計画処理能力を表わす。ただし、シンガポールと台北については現行の処理能力。
　　  ⑵タイの年間輸送実績についてはドンムアン空港のもの。
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海
に
新
た
な
大
型
航
空
貨
物
ハ
ブ
を
建
設
す
る
計

画
で
、
そ
の
第
一
期
工
事
が
二
○
○
七
年
八
月
に

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
一
年
後
の
二
○
○
八
年
八

月
頃
に
は
完
工
、
開
業
の
見
通
し
で
あ
る
。
上
海

を
選
択
し
た
理
由
と
し
て
は
、
投
資
環
境
が
良
好

で
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
進
ん
で
い
る
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
フ
ェ
デ
ッ

ク
ス
で
は
、
上
海
を
拠
点
と
す
る
に
は
地
理
的
に

北
過
ぎ
て
、
広
州
の
方
が
製
造
現
場
に
も
近
く
ハ

ブ
建
設
に
む
し
ろ
適
し
て
い
る
と
の
異
な
っ
た
結

論
に
達
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
さ
し
く
三
者
三
様
の

考
え
方
の
も
と
に
対
中
事
業
の
展
開
が
正
念
場
を

迎
え
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
動
向
か
ら
目
が
離

せ
な
い
状
況
に
あ
る
。

●
日
本
の
ア
ジ
ア
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想

以
上
で
見
た
よ
う
に
、
ア
ジ
ア
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
経
済
成
長
を
主
因
と
し
て
、
陸
海
空
を
問
わ

ず
大
変
旺
盛
な
貨
物
需
要
か
ら
国
際
物
流
量
が
格

段
に
上
昇
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、

我
が
国
の
現
状
は
ど
う
か
と
言
え
ば
、
東
ア
ジ
ア

諸
国
に
比
べ
政
策
面
で
対
応
の
遅
れ
が
目
立
つ
感

は
否
め
な
い
。
空
港
、
港
湾
に
お
け
る
物
流
や
人

流
の
日
本
離
れ
が
加
速
し
て
い
る
と
の
指
摘
す
ら

聞
か
れ
る
。

こ
う
し
た
状
況
に
鑑
み
、
日
本
政
府
は
二
○
○

七
年
五
月
に
「
ア
ジ
ア
・
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」

を
ま
と
め
発
表
し
た
。
同
構
想
の
内
容
を
見
る
と
、

航
空
分
野
に
限
定
し
た
場
合
、「
航
空
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
充
実
は
、
日
本
が
ア
ジ
ア
と
世
界
の
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
と
な
っ
て
い
く
上
で
必
須
条
件
で
あ
り
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
『
航
空
自
由
化
（
ア
ジ
ア

・
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
）』
の
推
進
な
ど
、
政
策
の

大
き
な
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
だ
」
と

謳
わ
れ
て
い
る
。

確
か
に
、
我
が
国
に
と
っ
て
は
、
自
国
の
空
港

を
ア
ジ
ア
の
拠
点
に
し
よ
う
と
航
空
自
由
化
政
策

を
推
進
し
ア
ジ
ア
路
線
網
を
拡
大
し
て
い
く
こ
と

が
基
本
方
針
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
二
○
○
七
年

一
○
月
に
行
わ
れ
た
日
本
と
香
港
と
の
航
空
交
渉

に
お
い
て
、
便
数
制
限
の
撤
廃
な
ど
航
空
自
由
化

の
面
で
は
結
局
、
双
方
の
溝
が
埋
ま
ら
ず
合
意
で

き
な
か
っ
た
。
本
事
例
が
端
的
に
示
し
て
い
る
よ

う
に
、
外
国
か
ら
自
由
化
の
要
望
が
強
い
首
都
圏

空
港
の
発
着
枠
が
満
杯
の
ま
ま
で
は
、
そ
の
実
現

は
極
め
て
難
し
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ

な
ら
ば
、
羽
田
空
港
に
新
滑
走
路
が
完
成
し
、
成

田
空
港
の
滑
走
路
も
延
長
さ
れ
る
二
○
一
○
年
ま

で
は
、
両
空
港
の
新
規
路
線
は
容
易
に
認
め
ら
れ

な
い
状
態
が
続
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

従
っ
て
、
我
が
国
の
課
題
と
し
て
は
、
従
来
か

ら
存
在
す
る
諸
規
制
の
見
直
し
を
断
固
図
り
、
首

都
圏
空
港
の
一
体
的
な
活
用
を
早
期
に
進
め
な
が

ら
、
空
港
処
理
能
力
の
更
な
る
向
上
と
航
空
輸
送

サ
ー
ビ
ス
の
多
様
化
に
対
す
る
迅
速
な
対
応
を
目

指
す
こ
と
な
ど
が
、
大
い
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
の
中
で
の
日
本
の
地
位
を
高
め
る
た
め
に

も
、
正
に
ア
ジ
ア
全
体
を
見
据
え
た
広
域
物
流
の

活
性
化
に
注
力
し
て
い
く
強
い
姿
勢
が
今
こ
そ
問

わ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

（ 

こ
じ
ま　

す
え
お
／
国
士
舘
大
学
二
一
世
紀

ア
ジ
ア
学
部
教
授
）

DHL�����（ドイツ） フェデックス（米国） UPS����（米国）

対中進出年 1980 �������������������年、シノトランスと貨物運送の代理店契約
を締結。

1984 �����������������年、中国でエクスプレス業務を開始。 1988 ������������������年、シノトランスと代理店契約を締結。

統括本部および国内拠点数

北京
拠点：�� � ��52 � ��→�� 72
サービスセンター：����� 163 ��カ所
サービス対象都市数：���318

香港：アジア太平洋地域
上海：中国地区本部
拠点：��58
サービスセンター：����� 126 ��カ所
サービス対象都市数：��� ��200 ��以上

上海
ロジスティクス・センター：���� 75 ��カ所
サービス対象都市数：��� ��200 ��以上

中国市場開拓戦略

・����������   ������������1986 ������  ������������年 ����� ������������12 ���������������月、シノトランスと折半出資の合
弁会社を北京に設立。

・����������   �������������� 2003 ������  �������������� 年 ����� �������������� 12 ����������������� 月、シノトランスに出資し �����5,700
万ドルで同社の�  �����������H �����������株株式（�������5%�����）を取得。

・�����������������   �����2006 �������������  �����年 ������������ �����8 ����������������月、上海・浦東国際空港のゲートウ
ェイ拡張工事を完了。

・��������������  ����������2007 ���������� ����������年、�������� ����������2,400 �������������万ドル投資して北京に現地合
弁会社 ���� ���������������DHL ����������������シノトランスの新本社ビルを建設。

・���������   �������������1999 �����  �������������年 ���� �������������11 ���������������月、天津の大田集団有限公司と提
携し、折半出資の合弁会社を設立。

・����������������   ������2001 ������������  ������年 ����������� ������7 ����������������月、上海浦東国際空港に中国国内最
大規模のエクスプレス・センターを開設。

・����������   ������������2002 ������  ������������年 ����� ������������9 ����������������月、中国の顧客向けにマネーバック
・ギャランティ制度を開始。

・����������   ��������� ���2006 ������  ��������� ���年 ����� ��������� ���2 ������������� ���月、中国側大田集団の持ち株��� 50%
と同グループの中国国内エクスプレス・ネット
ワークの買収（約 � ����������4 ����������億ドル）で両者合意。

・������� ���������������1996 ������������������年、シノトランスと合弁会社を北京に設
立。

・����������   ������������2004 ������  ������������年 ����� ������������12 ���������������月、シノトランスとの合弁会社を
買収。

・������� ������ � ��������2005 ��������� � ��������年、シノトランスに�  ��������1 ��������億ドル支払い、同
エクスプレス業務（������ ���23 �������都市）を取得。

※ 2008 ���� ���������������年��� ��������������� �����������������北京オリンピックの公式スポンサー。

中国国内サービス

・������ ����������������2004 ������������������年、外資として初めて中国内郵便サービ
ス事業（小包、貨物）を開始。

・�����������   � ���� ������2007 �������  � ���� ������年 ������ � ���� ������1 ������ ���� ������月、中国国内����  ������17 ��������都市に対する航空
フォワーディング業務を始動。

・�����������   �����������2007 �������  �����������年 ������ �����������3 ����������������月、中国国内で翌営業日配送エクス
プレス・サービスの開始発表。

・��������   ��������  � ��� ��2007 ����  ��������  � ��� ��年 ��� ��������  � ��� ��6 ����������  � ��� ��月、ボーイング ��� � ��� ��737 � ��� ��型���  ��3 ����機所有の
中国民営航空会社奥凱航空と提携し、杭州蕭山
国際空港を拠点に上記サービスを開始。

・���������   �������������2006 �����  �������������年 ���� �������������9 ����������������月、国内エクスプレス・サービスを
開始。

・����������   ������������2008 ������  ������������年 ����� ������������8 ����������������月、中国の貨物航空会社である揚子
江快運航空有限公司との独占的提携で、中国国
内拠点とのサービスを接続させる計画。

投資計画
2003 �������  �� � ���������� 年 ������ �� � ���������� 10 ������ � ���������� 月、中国投資�  ���������� 5 ���������� ヵ年計画（����� 2004 �～
08 ������年）を発表。
総投資額は�  � ��������� 2 � ��������� 億���������  7,300 ����万ドル。

5 ����億ドル。
広州新白雲国際空港の貨物用施設向け。

過去 �� ��������  ����5 ���������  ����年以上にわたり約 � ����6 ����億ドル。
2005/2006������������������年で����������������5���������������億ドル。上海浦東国際空港向け。

ハブ建設

香港
・���������    �������������2004 �����   �������������年 ����  �������������8 ��� �������������月、� �������������1 �������������億ドル投資して航空貨物処理

施設（�������   ������1 ������  ������万 ����� ������8,200 ������㎡）を建設。
・その後、��������� ����� �� ��2013 ���������� �� ��年完成予定のフェーズ��  ��3 ���を前倒

しして��������  �����������2007 ���������������年末までに完了する計画を発表。
1 � ��������� �����������億���������  �����������1,000 ���������������万ドルを追加投資し、同施設面積
を �������   ��������������3 ������  ��������������万 ����� ��������������5,000 ��������������㎡に拡充、名称をセントラル・
アジア・スーパーハブ（���������CAS������）に格上げ。

スービック湾→広州
・�������������������   ���2005 ���������������  ���年 �������������� ���7 ����������������月、アジア太平洋ハブをフィリピン

から広州新白雲国際空港に全面移転することで
中国側と正式調印（� � ��������� ���1 � ��������� ���億���������  ���5,000 �������万ドルを投資、
総床面積は�������    ���8 ������  ���万 ����� ���2,000 ���㎡）。

・�������   ���������� ������2006 ���  ���������� ������年 �� ���������� ������1 ����������� ������月に着工、������ ������2008 ��������年末に稼動予定。

スービック湾→上海
・����������������   ������2007 ������������  ������年 ����������� ������4 ����������������月、上海浦東国際空港に航空貨物ハ

ブを建設する計画で上海空港集団と調印（総面
積は�������    ���9 ������  ���万 ����� ���6,000 ���㎡）。

・�������������������������2007���������������������年��������������������8�������������������月に着工、��������������2008����������年���������8��������月には開業予定。

〈参考〉
貨物機数（チャーターを含む）
サービス取扱国・地域

400 ���機以上
220 ��以上

671 ��������機（保有分のみ）
220 ��以上

607 �機
200 ��以上

表 3��������������������　�������������������欧米三大インテグレーターの対中進出状況

（出所）各種資料をもとに筆者作成�。
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